
＜記者会見項目予定＞ 

①  ２色覚者は色をよく見分けている！？ 

 ～色盲サルの発見から、色の個人差研究の最前線～（別紙１参照） 

  

② 安全安心な生活道路空間創りへの新たな一手 

 「生活道路空間に優しいドライバー」を褒めるプログラム 

 長期フィールド実験を通して、速度遵守インセンティブプログラムの 

 高い速度抑制効果を明らかにしました！！（別紙２参照） 

 

③ 次回の定例記者会見の開催日程について（別紙３参照） 

 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 
平成２７年４月７日 

平成２７年度第１回定例記者会見のお知らせ 

日時：平成２７年４月１４日（火）１１：００～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学事務局３階 大会議室  

 

 

 

多くの方々のご出席をお待ちしております。 

 

 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 萩平・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 
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国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成 27 年 4 月 7 日 

 

インドネシアで奇跡的な確率で見つかった色盲サル*1。１型二色覚を持つこの特殊なサ

ルを繁殖し日本に輸入し、精密な心理行動実験を行うことでその特性が明らかになりまし

た。ヒトの色盲（１型２色覚）と同様の特性を持つだけでなく、色覚正常な３色覚型のサ

ルよりも高感度で色を見分けることもあることがわかってきました。 
 
 

＜研究経緯・研究組織＞ 
 
研究経緯 

サル（マカク属）はヒトと同じく、本来は三色性の色覚を持っています。ところが遺伝

子特性により、色覚異常を示すことがあります。色覚異常（あるいは色弱、色盲とも）と

は、色を見分ける網膜の３種類のセンサーのうち１つが弱まったり失われることで生じる

先天的な色覚特性です。日本人男性の約 5％で生じていることから学校のクラスに一人は見

つかる計算になります。サルにおいてはほとんど見つかっておらず、今回実験に参加した

色盲サルは、0.1%という奇跡的な確率で見つかった個体の子孫です。 
豊橋技術科学大学はこれまで、視覚異常に関する研究開発で多くの成果を出してきまし

た。色盲シミュレーション（本学特任教授 臼井支朗）や、色盲体験メガネ（本学教授 中
内茂樹：Variantor, 文部大臣賞受賞）に代表されます。そこでその脳神経メカニズムを明

らかにするためのサル動物実験が組み合わされることで、色覚異常研究の重要な研究拠点

として強化されることになります。 
 

研究組織 

鯉田孝和（豊橋技術科学大学エレクトロニクス先端融合研究所）、自然科学研究機構生理学 

研究所、京都大学霊長類研究所、ボゴール農業大学（インドネシア）、中部学院大学のチー 

ムによる共同研究です。 

※動物の繁殖はボゴール農大と霊長類研究所、実験は霊長類研究所で行われました。 

 

 

２色覚者は色をよく見分けている！？ 

～色盲サルの発見から、色の個人差研究の最前線～ 



＜別紙１＞ 
 

＜研究内容・今後の展開＞ 
 

色覚異常、特に２色覚や異常３色覚は先天性で多くの人間で生じています。これを改善

するような装置や治療法が提案されていますが、その生体への影響を評価するための動物

実験が必要不可欠です。そのためのモデル動物として期待されます。 

われわれは、一人ひとりが異なる遺伝子を持っています。時代にマッチした「良い」才

能を持っている人もいれば、そうではない人も居るはずです。しかし、仮に先天的に劣っ

た能力あったとしても、経験や学習でカバーすることが可能です。それこそが人類の多様

性と人間らしさを生むといえるでしょう。その学習過程で脳がどのように変化し、問題を

克服するのでしょうか。それを効果的に克服していくためにはどのような脳の状態を作り

出せばよいのでしょうか。遺伝子が決める運命、それを脳が打ち破る仕組みに迫ることが

期待されます。 

 

 
実験に用いた検査画像     

 
関連論文： 
*1 Onishi et al (1999). 
Dichromatism in macaque monkeys. Nature, 402, 139–140. 
*2 Koida et al. (2013) Color vision test for dichromatic and trichromatic macaque 
monkeys, Journal of Vision, November 1, 2013 vol. 13 no. 13 article 1 
http://www.journalofvision.org/content/13/13/1.full 

 

本研究者である本学 鯉田孝和准教授 への個別取材も受け付けますので、ご希望

の場合は下記担当までご連絡下さい。 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 
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国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成 27 年 4 月 7 日 

 
 
安全安心な生活道路空間の創出のためには、通過自動車（抜け道）交通量の削減や自動

車走行速度の抑制といった「交通静穏化」が非常に重要です。本研究では、ゾーン 30 や幅

員の狭い生活道路空間において、ドライバーが自発的に速度 30km/h 以下で走行することを

促すための新たな手法として、「生活道路空間に優しいドライバー」を褒めるプログラム（速

度遵守インセンティブプログラム）を考案し、フィールド実験によってその効果を検証し

たところ，高い速度抑制効果があることがわかりました。この成果は，「生活道路空間の安

全安心に配慮した自動車保険」というような新たな概念を持った社会プログラムの可能性

を示唆するものと考えています． 

＜研究経緯・研究組織＞ 
 
研究経緯 

住区内道路などの生活道路空間においては、自動車走行速度が 30km/h を超えると、対歩

行者事故の発生可能性や事故発生時の歩行者の死亡率が急激に上昇するというデータがあ

り、これまで交通静穏化対策として、コミュニティ道路（ハンプなどにより自動車が速度

を出しにくい構造の道路）や、ゾーン 30（面的な速度規制）などが実施されています。し

かし、コミュニティ道路は予算面・空間面での制約や地域住民の合意形成の困難さなどが

壁となり、広く普及が進んでいないのが現状です。また、ゾーン 30 もドライバーの認知や

速度遵守意識が高くなければその効果は薄れてしまいます。そこで、ドライバーの自発的

な速度抑制を促し交通静穏化を進めるための新たな手法として、「生活道路空間に優しいド

ライバー」を褒めるプログラムを考案し、豊田市を対象としたフィールド実験を通してそ

の効果を検証しています。 

研究組織 

 豊橋技術科学大学建築・都市システム学系 助教 松尾幸二郎、博士前期課程 杉原暢 

 公益財団法人豊田都市交通研究所（担当：安藤良輔、山崎基浩、三村泰広） 

 中京大学大学院心理学研究科 教授 向井希宏、博士後期課程 菅野甲明 

 
安全安心な生活道路空間創りへの新たな一手 

 
「生活道路空間に優しいドライバー」を褒めるプログラム 
 

長期フィールド実験を通して、速度遵守インセンティブプログラムの 

高い速度抑制効果を明らかにしました！！ 
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＜研究内容・今後の展開＞ 
 
研究内容 

 本研究では、主に以下の 2 つのことを実施しました。 

①フィールド実験による助言型 ISA と速度遵守インセンティブプログラムの効果検証 

 ISA とは、Intelligent Speed Adaptation の略で、自動車が GPS やデジタルマップ等により現

在走行している道路に応じた最高速度を認識し、ドライバーの速度超過に対して警告を発

したり（助言型 ISA）、最高速度以上の速度を出せないように車両側で制御する（強制型 ISA）

システムの総称です。本研究では、スマートフォンで利用できる助言型 ISA アプリ（豊田

都市交通研究所開発）を用いて長期的なフィールド実験を実施しました。具体的には、豊

田市内在住の被験者 20 名を対象に、助言型 ISA アプリをインストールしたスマートフォン

をマイカーに搭載していただき、約 5 ヶ月間日常的に走行していただきました。さらに、

20 名中 14 名の被験者に「ゾーン 30 や幅員の狭い生活道路空間において、速度 30km/h 以下

で走行した距離が多ければ金銭的報酬を与える」という、速度遵守インセンティブプログ

ラム（「生活道路空間にやさしいドライバー」を褒めるプログラム）を適用しました。その

結果、インセンティブプログラムにより高い速度抑制効果があることがわかりました。 

②マイカーへの ISA 機能搭載に対する金銭的インセンティブ施策の効果検証 

 ISA には助言型 ISA の他に、現在走行している道路の最高速度以上の速度を出せないよう

に車両側で制御する強制型 ISA や、一定時間ドライバーが機能を解除できる解除可能型 ISA

などがあり、広く普及すれば交通静穏化のための抜本的なツールとなると考えられます。

しかし、運転の自由度を抑制するものでもあるため、一般の方々がマイカーに ISA 機能を

搭載してくれるかどうかが鍵となります。本研究では、マイカーへの各種 ISA 機能搭載に

対して、例えばセーフティカー減税や自動車保険料減額などの金銭的報酬を与えた場合に、

搭載意思がどの程度向上するか等について、アンケートなどを用いて検証をしました。そ

の結果、生活道路空間のみを対象とした解除可能型 ISA であれば、一定の保険料減額など

により、搭載意思が大きく向上することがわかりました。 

今後の展開 

 今後は、「生活道路空間に優しいドライバー」を褒めるプログラムについて、自動車保険

等との関係を整理しつつ、より社会的な効果が大きい条件を明らかにします。最終的には

「生活道路空間の安全安心に配慮された自動車保険」というような新たな概念を持った社

会プログラムへの発展を目指しています． 

本研究者である本学 松尾幸二郎助教への個別取材も受け付けますので、ご希望の

場合は下記担当までご連絡下さい。 
 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 
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【本実験における速度遵守インセンティブプログラムの概要】 

 生活道路（本研究では、ゾーン 30 を含む規制速度 30km/h 以下の道路、および最高速

度規制標識がない挟幅員道路（幅員 5.5m 以下）と定義）を走行する場合のみを対象と

したプログラムです。 

 1 日毎に、生活道路における 30km/h 以下走行距離割合が 95%を超えた場合に、その日

分の金銭的な報酬が与えられます。 

 

【金銭的報酬が与えられる例】 

 
 

【結果：道路種別別・インセンティブプログラム有無別の 30km/h 以下走行距離割合の変化】 

 

※Phase1（約 2 ヶ月間）、Phase3（約 1 ヶ月間）は助言型 ISA 無・インセンティブプログラム無 

※Phase2（約 2 ヶ月間）では助言型 ISA に加え、20 名中 14 名にインセンティブプログラム適用 
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＜別紙３＞ 
 

平成２７年度 定例記者会見日程予定 

 

  第１回  平成２７年 ４月１４日（火）１１：００～ 

  第２回  平成２７年 ５月１２日（火）１１：００～ 

  第３回  平成２７年 ６月２３日（火）１１：００～ 

  第４回  平成２７年 ７月１４日（火）１１：００～ 

  第５回  平成２７年 ９月 ９日（水）１１：００～ 

  第６回  平成２７年１０月２０日（火）１１：００～ 

  第７回  平成２７年１１月１７日（火）１１：００～ 

  第８回  平成２７年１２月１５日（火）１１：００～ 

  第９回  平成２８年 １月１９日（火）１１：００～ 

 第 10 回  平成２８年 ２月１６日（火）１１：００～ 

 

 

 場所はすべて本学大会議室（事務局３階）を予定しています。場所、

日程は現時点での予定であり、都合によって変更の場合があります。定

例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。 

                             以上 


